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Abstlact　This　study 　investigated血e　effects　of
‘‘

extensive 　read洫g　activities
”

on

reading 　speed ．　The　data　was 　gathered血 one −semester 　English　classes　at　a　women
’

s

junior　college　in　Japan．　The　gain　of 　reading 　speed 　was 　statistically 　sigriificant 　in仕1e

group　of 　slow 　readels ．　The 〔liffc：ence 　of 　reading 　speed 　between　the　group　of 伽 t

readers 　and 　that　of 　siow 　readers 　became　smaller 　fii）m 　56．87　w ／m 　tO　35．03　w ／m ．　In

addition ，
　the　motivation 　of 　stUdying 　English　became　greater，

1 ．は じめ に

　学習者が 自分で 本を選びそれ を継続的に大量に読む 「多読」 とい う外国語指導法が，近年

英語授 業に取 り入れ られ るようにな っ た 。 実践報告が さか ん にお こなわれ てい て ， 指導法に

は多 くの 工夫 ・改善が加 え られて きて い るが，多読の 効果に つ い て は十分に検証 され て い る

とは書い 難 い
。 本研究で は ， 短期大学 で半年間お こ なっ た多読を中心に した英語授業に っ い

て ， 受講生の 読書速度 を測定 し，そ の 変化と特徴を分析 した
。

また ，ア ンケー トに よ りその

他の学習効果や受講生の 意識変化につ い て も調査 した。

2 ，多読に つ いて

　多読 とは ，
‘‘

ext  sive　reading
”

と通常呼ばれ る リーディ ン グ指導法 ， もし くは り　
・一デ ィ ン

グス タイル をさすが ， extensive　reading とい う用語を外国語教育に対 して使い 始めた の は大

正 か ら昭和期の 日本 の 英語教育に多大な影響を与 えた Harold　E 　Palmerだ と言われ て い る

のay ＆ Bamford，　1998）。
　Palmerは ext  sive 　readjng を 「多量の本を速 く読むこ と」として お り，

読 み 手 は そ の 読 み物 の 言 語 面 で は な く内容や意味に注 目をす るよ う促 され る（Palmer， 19211

1964）。 extensive 　reading とは反対の リーデ ィ ン グス タイ ル は
“
intensive　reading

”
（精読）で ，

比 較的ゆっ くりとした速度で な され ， 必要に応 じて辞書を引きなが ら
一

文
一

文正確 に分析 し，

理解す る方法で ある。

　こ の よ うに外国語 教育における多読指導法は 20 世紀前半 か ら存在 し て い た が
， 実際に

ESMEFL におい て 広 く実践 され る よ うになるの は，か な り時代 を下 っ てか らであ る 。 80年代
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以降主に ESL 環境における多読プ ロ グラ ム の効果が研究され るよ うに な り，多読が注 目され

るよ うに な っ た（Cho ＆ Krashen
，
1994；Elley＆ Mangubhai， 1983；HaHz ＆ Tudor，　1989；JanopoUlos，

1986；Pitts，
　White

，
　＆　Krashen

，
　1989；TUdor＆ Hafiz，1989）。また，  shen （1993）も内容的には

extensive 　reading とほぼ同様の ftee　voluntary 　reading を提唱 して い る 。

　現在の多読指導法は Palmer（1921！1964）の 定義 した f多量の 本を速 く読む」 とい うこ とだ

けに留ま らず ，
い くつ か の共通の 特徴を持 っ て い る。Day 　and 　Bamford （1998，　pp．7−8）は成功

した多読授業の 指導法の 特徴を次の よ うに記述 して い る 。

12

勹
」

4
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ノ

10．

学習者は で きるだけ多くの本 を読む 。

多様 な トピ ッ ク に つ い て の 読み物が提供され る。

学習者は読みた い 本を 自分で 選ぶ 。

リーデ K ン グの 目的は通常，楽 しみ ，情報収集，
一
般的な理解などで あ り，読み物

の 性格 と学習者の 興味によっ て 規定 され る。

リーディ ン グはそれ 自体 が報酬 で あ り， 練習問題 な どは ほ とんど行わない
。

学習者の 語彙力 ， 文法力で十分に読め る読み物を選び，辞書はほ とん ど使用 しない 。

リ
ー
デ ィ ン グは個人の ペ ース で 静粛にお こ な う。

比較的速い ス ピー ドで読む 。

教師の 役割は，方法に つ い て説明 し必要 に応 じて助言を与えるなど，学生を方向付

ける こ とに ある 。

教師は ，よ き読み手と して 学習者の ロ
ー

ル モ デル となる 。

　日本 の 英語教育 （特 に大学 におけ る英語教育） におい て授業 の 主要 ア クティ ビティ として

多読が取 り入 られ るよ うになっ た の は ， 90年代後半か らだ と考え られ る 。 この 背景に は学習

者の 英語 力低 ドや学習動機の 弱 さが 上 げられる 。 大学全入時代 と言われ る中， 基礎的な英語

力や学習に対する動機づ けが不十分なまま に進学する学生が増加 し，従来 の 指導法 ・指導内

容で は効果が 上げにくくなっ て い る。様々 な 「リメディ ア ル 教育」 をお こ な う大学が増えて

い る申，多読指導も英語力の 底上げ を図 り，動機 づ けを高める方法 として 利 用 され実践が重

ね られ て い る（酒井，
2002； 寺西 ・松浦 ，

2004）。

　また，養 うべ き英語力 の 性格 を考 えるとき ， 近年で は コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 能力の養成，多

くの 情報を英語 で取 り入れ処理す る能力の 養成に，よ り重点が置かれ る よ うに な っ て い る 。

こ れ は海外 との 交流が多方面 で活発 で ある こ とや ， 社会の IT 化 が進み海外の ウ ェ ブサイ ト

か ら直接情報 を収集 した り， 英語で 電子 メ
ール を書く必要が増大 して い る こ とと無縁で は な

い 。 intensive　reading だけで は ， 速 く読み速 く理解す るとい う必要には十分に応えられ ない た

め ，extensive 　r。ading や rapid 　reading （speed 　read 血g）が取 り入れ られて い る（飯野 ，
2006 ；黛 2005）。

　多読 の 効果に 関する研究 とし て は ，
80 年代以降，ESL 環境お よび 公用語 と して 英語 が使 用
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され る地域で の 実践研究が報告 されてい る。フ ィジー
の 小学 4 ， 5 年生が多読を取 り入れた

英語 クラス で 学んだ結果 ，リーディ ン グ九 リス ニ ン グカともに多読を して い ない ク ラス に

比 して伸びて い る（Elley＆ Mangubhai，1983）、 イ ギ リス で は，中等教育レベ ル の EFL ク ラ ス に

お ける 3 ヶ月 間の 多読プ ロ グラム の結果，リ
ーディ ン グカだけでなくライテ ィ ン グカも伸び

て い る（Hafiz＆ TUdor
，
　1989；Tudor＆ Hafiz

，
1989）。他に も，語彙力（Pitts，　White，

＆ kashen ，　1989），

情意的な影響 （動機づけの高ま り）（Cho ＆ Krasheq　1994）などにおい て も有効な効果 が測 定さ

れ て い る。

　さらに 日本の よ うな EFL 環境における研究で は ， 日本の 大学生 ・短期大学生に対す る多読

指導の 結果 ， 精読を中心に した指導法の ク ラス の 学生よ りもク ロ
ーズテ ス トの 伸びが有意に

高い こ とが報告され て い る（Mason＆ Krashe馬 1997）。

3 ．読書速度につ い て

　IE確 さ（accuraey ）に重点を置い て英語 を学習して きた 日本の 学生は ， およそ長文を読む こ と

や
一

定以上 の 速さで読む こ とは苦手だ と言われ る。 しか し読解におい て は正 確な理解 と並ん

で流暢 さ（fiuency）も重要で あ る 。 流暢な読み に は ， 視覚情報お よび意味情報を効率的に処理

し，自動的な ス キ ル と注意の ス キル を，タ ス クにあわせ て適切 に使用するこ とが必要で ある

（SegaloWitz，2000）。

　Rumelhartら（R   elhart，1977；Rumelharg　 l980；Rumelhart，　McClollana＆ lhe　PDP 　Research

Group
，
1986）の リーディ ン グの 相互 作用モ デル によると， 単語認識 な どの 下位 レ ベ ル か ら処理

を始 めるボ トム ア ッ プ処理 を基本 として ， 解釈 の 際に上位 と下位 の 情報が相互 に作用すると

して い る 。 テ キ ス トの 理解に は複雑な処理 が必要で あるが，こ の 過程 におい て下位 レ ベ ル 処

理 の 自動化 ・効率化 を図 り，短期記憶の 負担を軽減するこ とが速い 読 み に つ なが る と考え ら

れ る 。 単語認知が 自動化 され る と， 短期記憶はその 容量を単語理解，文理解，文章理解に使

用す る こ とがで きる（hessley，
　1998）。

　Ll リ
ー
ディ ン グの 場合 ， 流暢な読み を獲得す るための トレー

ニ ン グが試み られ成功 してい

るが
， そ こで は事前導入（story　preView），繰 り返 し読み，ペ ア ・リーディ ン グ

， 多読が取 り入

れ られて い る（Stahl，　Heubach ，
＆ C   ond ，199力。 多読や繰 り返 し読み撒 暢さの 獲得に貢献す

るの は ， 多くの 活字に触れ るこ とで ， 単語認知の 自動化 ・効率化が図 られ るためだ と推測さ

れ る 。

　L2 にお い て も多読が読みの 流暢さに つ なが る か どうか に つ い て は ， まだ十分な実証研究が

な されて お らず ， よ り多くの データ の 収集が望 まれ る 。 日本人学生の 英語 り
一

ディ ン グにお

い て，多読が流 暢さに 与える効果の研究は ，
Mason 　and 　Krashen（ig97）がお こなっ てい る。同

じ本を 1年間の授業の前 と後に読み，かか っ た読書 時間 を計る方法でお こな っ た と こ ろ，対

照群 に比 べ 多読 グル ープの読書速度の 向 上は 有意に 大きか っ た 。 しか し こ の 研究の 中心 は リ

ーディ ン グカ の 伸び を ク ロ
ー一ズ テ ス トで測定 して い る こ とで あ り， 速度に 関する部分は付随
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的な扱い に なっ て い る 。 また ，同 じテ キ ス トを速度測定に使 用 して お り，実験手続 きにも再

考の 余地がある 。

4 ，パ イロ ッ トス タディ

4．1 概要

　本研究の
一

年前 （2005 年度）に，筆者は短期大学の 半年 閭の英語多読 クラス につ い て ，事

前 ・事後 の 読書速度テ ス トを実施 しそ の 速度変化を測 っ た（大舘 ，
2007）。 速度測 定につ い て は ，

Masommd 　Krash。n （1997）と異 なり，事前と事後で は違 う本 をテス トに使用 した が，どち らも

同語数 （1，
000　：9），同レ ベ ル （pengUin　readers 　easystarts ；入 門レ ベ ル ）の もの で あ っ た 。 数ヶ

月の 間隔が あるとはい え，同 じテ キ ス トを両テ ス トに使用 した場合，内容や表現を記憶 して

い る可能性が高い た め ， 速度測定には異な るテ キ ス トを採用 した 。

　また，Just　and 　Carpenter（1980）は英語力 と読書速度 には正 の相関があ るとい う報告を して い

るが ， そ の 確認の ため読書速度 と熟達度の 相 関係数 を求め，両者の 関係を分析 した 。

4．2 方法

4．2，1 参加者と実施時期

　参加者は ビジ ネス 専攻の 女子短期大学生 46名で ， 2年次後期の選択必修 の 英語の 履修者で

ある 。 2005 年 9 月 中旬か ら 2006年 1月 まで の 約 4 ヶ 月間，週 豆回 90分授業の 中で多読指導

をお こ な っ た。速度測 定は初回 と最終の 授業内で 実施 し ， 熟達度テス トは初回授業時にお こ

な っ た 。

4．　2．2 指導方法

　授業の 前半 20分程度を re繭 ng　thne として，学生は自分で 選ん だ本を読み ， 肥 曲 ng 即 飢

を毎回提 出 した 。 また ，
rqport の 主要部分を

一一eeに した reading　summary 　sheet に つ い て も学期

中に 2 回提出した。

　授業で は ， 他 に聴解演習，シ ャ ドウイ ン グ演習をおこ な っ て お り， 読み に関して の 指導は

多読の みで あ っ た 。

4．2，3 デ
ー

タ収集

（1 ） 読書速度 に つ い て ， 最初 と最後の 授業で 測定 をお こな っ た。総語数 1
，
000 語（200

　　　 headwords）の 入 門レ ベ ル の graded　readers （PengUin　Readers　Easystarts）か ら，受講生 の 興

　　　 味 に合致 した内容の 物語 として St侍ph  Rabley 作 の Marcel　and 　the　Monu 　LiSa と

　　　 Matsie　and 　the　1）o妙 加 を選択 し，前者を事前測定用 として ， 後者 を事後測定用 として

　　　 使用 し た。 1 冊読み終 えるの にか か っ た 時間を測定し，1 分あた りの 読解語数（w ！m ）

　　　 を計算 した 。 受講生の 傾 向 として，ノ ン フ ィ ク シ ョ ン よ りも フ ィ ク シ ョ ン ，科学的

60
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

　　 な読み物よ りも空想的な読み物に興味がある こ とが過去 2 年の 経験か ら明 らかにな

　　 っ て い るため，空想的な物語で平易な もの を選んだ 。 PengUin　Readers　Easystartsは ，

　　 Periguin　Readers の 中で
一
番難易度 の低い シ リーズで あ る。

（2 ） 学生の 総合的な英語力 （習熟度）を測定す るため ， 実用英語技能検定 （英検）準 2

　　 級の 過去問を用い た試験を実施 した 。 30 分 25 点満点の 多肢選択式で ， 内容 は文法 ，

　　 語法 ， 長文読解で あ る。

4．2．　4 分析手順

（1） 事前と事後の読書速度の 平均点の 差を t検定で検定 した。

（2 ） 読書速度の 事前測定の 結果をもとに，参加者を速度上位群 （90w／rn 以上）， 中位群 （60

　　　 − 89wfm）， 下位群 （59w！m 以下） に分類 し， 指導後 の各群の 伸び を事後測定の 速度

　　　 に よ っ て t検定を用い 比較 した 。 参加者の 読書速度の 平均は 74．02w／m で あ り， 便宜

　　　 上平均± 15点で 3群に分類 した 。

（3） 熟達度に つ い て は ， 読書速度と熟達度の 相関係数を求めた。

4，3 結果

4．3．1 事前と事後の読書速度 の比較

　表 1は事前 と事後の 読書速度の 平均値の 比較である 。 両側検定の t 検定に よ り検定した結

果 ， 平均値の差は 1％水準 で有意であ っ た。4 ヶ 月間で約 19 語／分の 速度向上が見 られた。

表 1 参加者全体の読書速度の 平均の差の検定結果

指導前 指導後 t（45）

M SD M SD t P

全体（炉 46） 74．02　　　24．89 93，39　　　26，85 一5．46 〈．001

4．　3．2 読書速度群別の 効果の 比較

　読書速度群別 に事前測定 と事後測定の 平均値の 差 を両側検定の t検定によっ て検討 した。

その 結果は表 2 の とお りで ， 速度中位群 ， 下位群にお い て これ らの 平均値の 差は 1％水準で

有意で あ っ たが ， 速度上位群に つ い て は有意で は なか っ た 。 中位群 ・下位群の伸びが著 し く，

上位 群 と下位群 の 差は 61．56w！m か ら 40．83w！m まで約 20 ポイ ン ト縮小 した。
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表 2 速度上位群・中位群・下位群 の 平均の差の検定結果

指導前 指導後

M SD M SD   t P

上位群 （ff・11）

中位群（n ＝：21）

下位群（iF14 ）

107．2775

．4745

．71

14，55　　　 115．54

7，78　　　　94．23

9，35　　　　74．71

ρ
0770

⊥よ
ρ
0

3443
　

　

1

10　　　　− 1．GO　　　　　．33

20　　　　−3．84　　　　．oel

13　　　　
−5．10　　　．0002

4．3．3 学習者の 熟達度と読書速度 との 関係

　学習者の 熟達度 と読書速度 の 相関係数は ， 熟達度 と事前速度に つ い て は 554，熟達度と事

後速度 に っ い て は．576 とな っ た 。 熟達度は事前速度，事後速度 どちら との 関係にお い て も聖

の 相関があ り，英語力 と読書速度は正 の 相関が ある とい う報告（Just＆ Carpenter，　1980）の 通 り

で あっ たが
， 中程度の 相関に留ま っ て い る 。 さらに速度群別 に熟達度 との 関係を見る と ， 速

度上位群の 熟達度上位者 （11点以上）・熟達度下位者 （10点以下）におい て は，熟達度下位

者の伸びがほ とん どない こ とがわか っ た 俵 3）。

一
方 ， 速度下位群におい て は ， む しろ熟達

度下位者の 速度向上が大き くなっ て い た （表 4）。 こ の こ とか ら，事後の 速度変化の 違い は ，

学習者 の 熟達度に よっ て も生 じる可能性 があるこ とが観察された。

表 3 速度上位群における平均読書速度の 変化

熟達度上位者 の 読書速度の 変化 （n
＝8）

熟達度下位者の 読書速度の変化 （n
＝3）

14．171

．20

表 4　速度下位群における平均読書速度の変化

熟達度上位者の読書速度の変化 （n
＝2）

熟達度下位者 の 読書速度 の 変化 （n　
＝・　12）

14，0030
．15

　こ の よ うに多読が読書速度に 与える効果が大きい こ とは示 され たが，速度群 をさらに熟達

度上位者 ・熟達度 下位者 で 分類 した場合に は速度上位群の 熟達度下位者は 3 名で ， 速度下位

群の 熟達度上位者は 2 名で あり，デ
ー

タ数が限 られ て い る。したが っ て さらなるデータ収集

をお こ ない
， 熟達度 と読書速度の 関連を追試す る必 要がある 。 また， t検定の 使用につ い て

は ， 検 定の 多重性 による過誤 の 可能性が あ るた め ， 統計手法 の 再検討も必 要で ある 。 さらに

熟達度試験が短時間で お こ な う簡便な もの で あ り信頼性 に問題 が残る ため ， より信頼度の 高

い 試験 の 使用が望 まれ る。 これ らの 問題 点を解消 し分析結果の 信頼度を高めるため ， 2006

年 に再度データを収集 し本研 究をお こ な っ た。

62

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

5． リサーチ ・ク エ ス チ ョ ン

　本研究で は前項で提示 した問題 点を解消す るため ， 熟達度テス トとして より信頼性の 高い

ミシ ガン テス トを使用 し，追試をおこ な うこ と と した 。 分析手法 として は検定の 多重性に よ

る過誤 を避 けるため分散分析 を使 用 した。また，速度測定の 補助 として 自由記述式の ア ンケ

ー
トを用い ，多読指導の 効果を主観的 に評価 して もらっ た。

　さらに ， 多読指導が 学習者の 情意面に 与える影響を見るため，ア ン ケー トに は 「英語に対

する意識に つ い て 」記述する欄を設けた 。

　本研 究で は つ ぎの よ うな 5 項 目の リサーチ ・クエ ス チ ョ ン を設定 した 。

（1）

（2 ）

（3 ）

（4 ）

（5）

多読に よる英語指導が読書速度 に対 して効果を上げるか 。

速度群別 に分 けた場 合，速度上位群 ・中位群 ・下位群で事後の速度変化に違い が あ

るか 。

速度変化の 違い は，学習者 の 熟達度によ っ て も生 じる可能性が あるとい う結果がパ

イ ロ ッ トス タディ で出て い るが ， その 通 りで あるか どうか。

学習者 自身の感 じてい る多読の効果は どの よ うなもの か 。

学習者の 情意面の 変化 が存在す るか。

6 ．方法

6，1 参加者

　ビジネ ス 専攻の 女子短期大学生 62名 （2 クラス ）で ， 2 年次後期の 選択必修の英語の履修

者で ある。 ただ し ， 事前 ・事後の 速度測定，熟達度テス トの い ずれかに不参加 の履修者の デ

ー
タ は分析対象か ら除い たた め

， 統計的に分析 したデータは最終的に は 4S 名分となっ た 。

ア ン ケー トに関 して は 61名か ら提 出があ っ た 。

6．2 実施時期

　2006年 9 月中旬か ら 2007年 i 月 中旬まで の約 4 ヶA 問 ， 週 1回 90分の 「実用英語 H 」 の

授業内で多読指導をお こ な っ た。速度測定は最初と最後の 授業時間内でお こない ，熟達度テ

ス トは 2 園 目の 授業時にお こな っ た 。 ア ン ケ
ー

トは最終授業時に配布 し，定期試験時に提 出

して もらっ た ． 授業時期はパ イ ロ ッ トス タデ ィ の 1年後で ，授業期 間は ほ ぼ同じで ある 。

6，3 指導方法 と コ
ース概要

（1） 履修者は，1ペ ージに知 らない 単語 がほ とん どな い 程度の 読みやす く興 味の持 て る本

　　　 を図書館で 借 り，授業に持参す る 。 短 くてす ぐに読み終わ る本の 揚合には 2 冊借 り

　　　 る よ うに勧め た。図書館 には数年か けて多読用の g図 ed 　Ieaders や子 ども向けの易 し

　　　 い 読み物，絵本な どを購入 して もらっ てお り，2 クラス の 学生が
一

度に 2 冊ず つ の本

　　　 を十分に借 り られ る量の 蔵書 が ある。 もちろん 自分の 本を持参 して 読ん で もか まわ

63

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

（2）

（3 ）

（4 ）

（5 ）

（6 ）

（7 ）

ない
。

授 業の 始めの 15分か ら 20 分程度を
“

reading 　tirne
”

として ，履修者 はそ の時聞は借

りて きた本 をそれぞれの ペ ー
ス で 読む。授業終了後 に ， 読 んだ本の タイ トル ，ペ ー

ジ数 ， 単語数，感想やあらす じな どの コ メ ン トを
“

reading 　repo バ に記入 して 次の 授

業時に提出す る。

授業時間外の 読書も強く勧めてお り， 履修者は 時間外の読書もreport に記入 して あわ

せ て提出する。

未知 の 単語が あっ て も辞書をひ かず に読み進 み ， 全体の内容を捉えるこ とを 目的と

す るよ うに指導 した 。 読み終えた後に辞書を引くこ とはか まわない
。 興味を持 っ た

本を読む の が多読の 原則で あ るため，つ ま らない 場合は 中断 して もよい こ ととした。

ただ しそ の 場合で も reading 　report に読書記録 は残 してお く。

reading 　report の 主 要部分 （コ メ ン ト欄以外 の データ部分） を
一

覧に した reading

summary 　sheet に毎時間記録をつ け学期中に 2 回提 出す る 。

readjng 　time 以外の 授業は ， シ ャ ドウイ ン グ演習と リス ニ ン グ演習をお こない ， リー

デ ィ ン グに関す る指導は 多読の み で ある。パ イ ロ ッ トス タディの 際の 授業と，
シ ャ

ドウイ ン グ授業 ・リス ニ ン グ授業 の 内容 は異 なる 。 前年は歌や 日常英語の 聞き取 り，

シ ャ ドウイ ン グが中心だ っ たが， こ の 年は英語 の 音の 基本を学習す る教科書を使用

した。

多読関連の 成績評価は ， reading　report，
　re跏 g　s  mary 　sh   t の 提出状況 と出席状況に

よ っ て お こなっ た。

6．4 データ収集

（1） 読書速度につ い て ， 最初と最後 の授業で測 定をお こ な っ た 。 使用 した英文は パ イ ロ

　　　 ッ トス タディ と同様で ある。 1冊読み 終えるの にか か っ た時間を測定 し，1 分あた り

　　　 の 読解語数（w   ）を計算 した。

（2 ） 学生の 総合的な英語力 （習熟度） を測定す るため ， ミシ ガ ンテス トを
一

部改変 した

　　　 もの を使用 した 。 テ ス トは ， リ ス ニ ン グ分野 ， 文法分野 ， 語彙分野， リーデ ィン グ

　　　 分野 か ら構成 されて い る 。 オ リジナル の ミ シ ガ ン テ ス トは 100問 （100点満点）の試

　　　 験で あるが ， 試験時間の関係で ， オ リジナル よ りも問題数を減 らし 60間 （100点満

　　　 点）に変更 した e

（3 ） 多読授業に関す るア ン ケ
ー

トを定期試験時に回収 した 。 主な質問項目は 「興味に あ

　　　 っ た本 を見 つ けるこ とが で きた か 」 「ど の よ うな本を購入 して ほ しい か 」 「多読活動

　　　 の 評価 （効果 の有無。英語 に対す る意識や読書ス ピー
ド， 英語 の 理解度な どに変化

　　　 があ っ たか。）」 「他の 学習法 と比 べ て ，多読をど う評価するか」 で ある 。
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6．5 分析手順

（1 ） 各条件の 読書速度に対 して
， 速度群 （上位 ・中位 ・ 下位） X 多読指導 （事前 ・事後）

　　　 の 2 要因分散分析 をお こ な っ た。速度群の 分類は ，パ イ ロ ッ トス タデ ィ と同様，速

　　　 度上位群 （90w／m 以上）， 中位群 （60 − 89w1皿 ）， 下位群 （59w ！m 以下） と した。

（2 ） 速度 と熟達度の 相関関係を調べ ，さらに各速度群 中の 熟達度上位者 ・下位者の 変化

　　　 を求めた 。 熟達度試験 （ミシ ガ ン テ ス ト）の 得点平均は 4291 点で あり， 43 点以上

　　　 を熟達度上位群 ， 42点以下を熟達度下位群 として分類 した。

（3 ） ア ン ケー ト結果の 自由記述を分類 し，学習者 の 感 じて い る効果 を探 っ た 。

一
人で数

　　　 項 目に言及 して い る回答 も多か っ たが ， 複数回答可 として延 べ 数を集計 した 。

（4 ） 動機づ けな ど情意面 の 変化を，ア ン ケ
ー

トか ら抽出 し分類した 。

7 ．結果

7．1 多読指導と読書速度

（1 ）多読指導 と読書速度の 記述統計量は表 5 の 通 りで あ っ た 。 また ， 速度群 （上位 ・中位 ・

下位） × 多読指導 （事前 ・事後） の 2要因分散分析をお こなっ た結果，速度群の 主効果は F

（2，
42）＝3α78

，p 覧 00
， 多読指導の 主効果 は F （1，

42）・・　12．22，p ＝．OO
， 交互 作用は F （2，42）＝　4．52，

p ＝．02 で あ り，
い ずれ も有意で あ っ た（表 6）。 多重比較 （ライア ン 法）の結果 ， 速度下位群に

おける多読指導の 単純主効果が有意で あっ た（F （1，
42）− 18．65

，p ＜ ．00）が，上位群 ， 中位群は

有意で なか っ た。こ の 結果を図示すると図 1 の 通 りで
， 多読指導が速度下位群に対 して効果

を与えて い る。

表 5　読書速度 と多読指導の記述統計量

多読指導

指導前 指導後

M SD M SD

靜 黨≡ii；
101．67
　 72．1

　 44．8

ll．3豆　　　　　102．33

7．98　　　　　 80．48

1437　　　　　　67．3

13．9819

．9716

，38

表 6 読書速度群 （上位 ・中位 ・
下位） × 多読指導 （事前 ・事後）の分散分析表

要因

速度群

誤差（群）

多読指導

速度群 x 多読指導

誤差（多読指導）

∬ MS F
21132．57

14417。971652
．251221

．285678

．33

2　　　10566．28
42　　　　　343．28
1　　　 1652．25
2　 　　 610．64

42　 　　　 135．2

30．78

12．224

．52

，00　 ＊＊＊＊

．oo　 ＊＊＊

，02　 ＊

＊

P ＜ ．05，
＊ ＊ ＊

P く ．005
，

＊ ＊ ＊ ＊

P ＜ ．001
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図 1 読書速度群 に よる速度変化
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7．2 読書速度と熟達度

　学習者の 熟達度 と読書速度の 相関係数に つ い て は，表 7 の 通 りで ある。パ イ ロ ッ トス タデ

ィ と同様，熟達度は事前速度 ， 事後速度の どち らとも正 の 相関の 関係に あっ たがそれ らは中

程度の 相関で あり，必ず しも熟達度の 高い 学生が速読者 とは言 えない 。

表 7　熟達度 と読書速度（事前 ・事後〉 との 相関係数  

熟達度と事前速度

熟達度と事後速度

8
！

O1765

　大舘（2007）におい て は，速度上位群の 中で は熟達度の 高い 者が速度の 伸びが大き く，低熟

達度者は伸びが ほ とん ど見 られなか っ た 。 また ， 速度 下位群 におい ては ， 熟達度の 低い 者の

速度向上 が著しか っ た。今回の 結果で は ， その よ うな傾向は見られ なか っ た 。 学習者の 熟達

度テ ス トの平均は 42．91点 （100点満点中）で あ っ たが，速度上位群の 内訳は最低点が 50 点，

最高点が 69 点で あ り，上位群に は低熟達度者が含まれ て い ない 。速度下位群にお い て は，

ほ とん どが 低熟達度者 （平均以下）で あ り，平均以上 の 熟達度を示 した者は 2 名 の みだ っ た 。

その 両グル
ープ を比 較 したもの が表 8 で ある。熟達度上位者が 2 名の みで あるため 明 らか な

煩 向 とはい い 難い が，こ の デ
ー

タに 限 っ て 言 え ば，読書速度の 変化 には っ き りした違い は見

られ な い 。また熟達度下位者の グル
ー

プ 内で も，速度変化の 程度は ば らつ きが 大き くな っ て

い る。学習者の 熟達度に よ っ て も速度変化 の 違 い が生 じるか ど うか を，データ数を増や して

検証するこ とが本研究の 目的の
一

つ で あっ たが （リサー
チ クエ ス チ ョ ン 3）， 受講生 62名の
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うち使用で きるデ
ー

タが 45 名分に とどま っ たため，本研究におい て もデータ数が不十分な

結果 とな っ た 。

表 8 速度下位群にお ける平均読書速度の変化

熟達度上位者の 読書速度の 変化 （n
±2）

熟達度下位者の 読書速度の 変化 （n
＝8）

19．5023

．25

フ．3 ア ンケー ト結果

　表 9 の 通 り，学習者の ア ン ケー トに書かれた 「効果」 は ， （1）速度 ， 理解度な ど英語力

に直接つ なが る部分に つ い て ，（2）英語 が好きにな っ たなど の情意面につ い て，（3 ＞その

他 ， に大別 で きる。

　速度に っ い て は ， 速度測定を して い る ことも影響したの か，半数以上の 33 名が読書速度

が 上 が っ た と回答 して い る 。 注 目され るの は ，
「見てす ぐに単語がわか るよ うに な っ た」 と

い う表現の 回答 （3 例）で ，
これ は単語認知 の 自動化が進んだ とも解釈で きる。 同じ く速度

向上の 中で ，推測読み，飛ばし読みの 効果 と思われる回答も 2 例あ っ た 。
「英語に慣れて ス

ピー ドが上 が っ た」 「目が慣れた」 に関 して は ， どの よ うに慣れ たの か （単語認知 の 自動化

か推測読みか ）は不明で ある。

　英語理解の 向上 に関する回答も半数に及び （32 例）， 内容 と して は関係代名詞 の 用法な ど

の 構文理解， 英語の 語順の 理解 ， 語彙九 推測読み，訳 さずに直接理解など，多くの 英文 に

触れ るこ との 効果を実感する もの だ っ た。また，英語独特の 表現法を学んだ例 も 3例存在し

た 。

　その 他の 回答で は ， 英文多読に刺激を受けて 日本語 の 読書もお こな うよ うに な っ た り， 興

味の範囲が広 がっ た りと，英語以外の 分野 へ の 効果 も指摘 され てい る。

　効果で はない が
， 意見 として の 記述の 中に ， 辞書をひ きたか っ た ， 辞書で調べ ない と勉強

した気 が しない とい うものがあ っ た （4 例）。辞書の 使用 を禁 じたわ けでは な く，読み終わっ

てか ら， もしくは
一一

区切 りつ い てか ら調べ るこ とをすすめて い た の だ が，その場 で調べ ない

と納得で きなか っ たの だ と考 えられ る 。

　情意面に つ い て は ， 次項で詳述する。

表 9　ア ン ケ
ー

ト結果　　（回答者 61 名 ， 複数回答可）

〈 速度，理解度〉 速度が上が っ た 33
（内訳）見てすぐに単語 が わかるよ うに な っ た （3｝

知 らない 単語を推測する こ とで 速 くな っ た （2）
英語に慣れ て ス ピードが上 が っ た，目が慣れ た （4）

理解力が上が っ た （構文（関係代名詞 の 用法な ど〉， 語彙力， 32
推測 ，語順，訳さない で読む）
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英語特有の 表現を学んだ 3

〈情意面〉 英語 が 好きになっ た 14

英文 を読む の が楽しい
， 苦痛で は ない 32

好きな本を選 ぶ の が楽 しか っ た 7
これか らも英語の本を読みたい 13

〈 そ の他 〉 日本語の本も読む ようにな っ た ， 視野が広が っ た 3

辞書をひ きた か っ た 4

フ．4 情意面の 変化

　多読につ い て の 感想は，おおむね好意的な もの で あ っ た。英文を読む の が楽 しい ・苦痛で

は ない
， とい う回答が 32 例で ほぼ半数に上 る。その 理 由は ， 自分 の レ ベ ル にあ っ た読みや

すい 本を選 べ た こ と，興味の ある分野 の本 を選 べ た こ とで あ っ た 。
こ の 多読指導以前に英語

リーディ ン グを楽 しんで い た学生が どの程度い るか不明だが， 似 前は難 しい 英文 を授業で

扱 うこ とが多く英文を見ただけで嫌になっ て い たが ，多読につ い ては楽 しくで きた」 とい う

内容 の 回答が複数あ り， 多読指導をき っ か けに英文 り　
・一
ディ ングに肯定的な意識を持つ に至

っ たケー
ス を推測で きる。こ の 意識変化に つ い て は ， さらに今後の 調査対象 とする。

　英語が好 きになっ た とい う変化 を指摘す る回答は 14例で あっ た。本調査の 参加者の 場合，

英語 が得意 ， 英語 が好きとい う意識 を持 つ 学生は少数で ある 。 参加者は全員短期大学で ビジ

ネス を専攻 してい るが ，

一
般 英語 やビジネス 英語など避 けて通れ ない 科 目は履修 しなが らも ，

で きれば これ以上英語を学習した くない と思 っ て い る学生が多数派で ある 恠 D 。 高校まで

の 英語を理解しきれない ままに進学 した学生が多 く （注 2），英語 に対して 苦手意識や嫌懃 惑

を待つ もの が多い と考えられ る。 その 学生が英語に肯定感 を待 つ の は ，
14例とはい え積極的

な変化で ある。

　好きな本を選 ぶの は楽しい とい う回答 （7 例）は ， 前述の 「英語 を読むの が楽 しか っ た」

とい う回答 と関連する と考え られ る 。 本を選ぶ こ と自体 も楽 しく，それを読むの もまた楽 し

か っ た とい う記述 も見 られ た 。

　また ， これか らも英語 の 本 を読みたい とい う回答 が予想外に多く見 られた。多読授業終了

後 も英語読書を続け るか につ い て の 質閙は なか っ た に もかかわ らず ， 自発的な読書意欲にっ

い て の 記述が 13例存在 した 。

8 ．考察

8，1 読書速度に対す る効果

　本研究 の 結果 より， 著者 が指導 した ビジネス 専攻の 短期大学生に っ い て は ， 多読指導は速

度下位群の 速度向上 に主に効果が あ っ た と言える。上位群の 速度変化が少 ない
一

方，下位群

の 伸び は大き く， 主に下位群の 速度向上 に よ り群間差が 縮小 して い る こ とが明 らかにな っ た。

本研究で は上 位群 と下位群の 平均の 差が 56．87Mm か ら 35．03w ／m まで縮小 して お り，パ イ ロ
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ッ トス タディ におい て も上位群と下位群の 平均の 差は同 じよ うに ， 事前の 61．56w／m か ら事

後 の 40．84w！m まで縮小 し て い る。

　速度下位群が伸びて い る理 由 として は ， 下位 群は リーディ ン グに慣れて い ない グル ープ で ，

伸び る余地が大きか っ たか らだ と推測され る。 見てす ぐに単語がわか るよ うにな っ たなどと

い う表現 で単語認知の 自動化 と見 られ る現象がア ンケ
ー

トで報告 され て い るが （3 例），そ の

回答者 はすべ て事前の 速度が中〜 低速の 学生 で あ る。 流暢さの 獲得に欠かせ ない 単語認知の

自動化 ・効率化 が比較的速度の 遅い学生の あい だで 起きた と考え られ る。
一

方，上位群は既

に リ
ーデ ィ ン グの ス キル をか なり身につ けて い て

， 単語認知の 自動化も進ん で い る学生が 多

く，今回の よ うな比較的短期間の訓練で は大 きな速度向上が難 しか っ たの で はなか ろ うか 。

　大舘（2007）で は低熟達度なが ら速度の 上位群に属す るデ
ー

タが あ っ た が，今回はその よ う

な例は存在 しなか っ た。低熟達度で 速度上位 群に属するの は ， 特殊 な例で あ り， それがパ イ

ロ ッ トス タディでは 特別 なふる まい を して い る よ うに見えた ともと考え られる 。 全体の 傾向

として は，7．2 節で も見た とお り低熟達度は低速度で あるが，今後は さらに参加者数を増や

して よ り正確な結果 を求 めて い く。

　また，速度上位群に っ い て は今回大きな速度変化は見 られなか っ たが，読書量の増加や学

習期間の 延長 によっ て，速度上位群にも効果 が上がるか につ い て も今後は調査をする予定で

ある 。 さらに読書速度の 計測方法 につ い て も再検討が必要だ と考える 。 今回用い た方法は 自

然な方法では あるが ， 計測に 10 分程度はか か り ， その ときの 体調 に左 右 される可能性があ

る。正確に速度を計測で き，しか も正 答率も加味した方法の採用 を検討 して い く。

8．2 速度以外の 効果

　ア ン ケ
ー

トか らは，速度向上以外にも，多方面の 影響や効果 を学習者は意識 して い る こ と

が うか が われた。

　速度向上以外に ， 理解度が上が っ た とい う回答も半数程度にの ぼ り， 多く読む うちに英文

の パ タ
ー

ン に慣れて きて 帰納的に学習がな されて い るもの と思わ れ る。こ の 点は さらに客観

的 に調査 して い く必要がある 。
「英語特有の表現を学ん だ」 者もお り， 目本語の 表現 と英語

の 表現を同様同質の もの として パ ラ レ ル に対置 して 理解して い た段階を， 抜け出 しつ つ ある

こ とが うか が える。英語 を英語 として捉 えるこ とがで き始めて い るの で あろ う。

　情意面の 効果で は ， 英語の 読書に対 して肯定的な意識 を持っ ようにな っ た り， 英語 が好き

に な っ た とい うも の が 中心 で あ るが ，こ の よ うな学習言語 に対す る肯定感は学習動機 を高め ，

その 言語の 習得に大 きな影響を与 える とされて い る。 今後は こ の 意識変化 を詳細に調査 して

い る予 定であ る 。

　また 日本語 の 読書へ の 影響や，視野の 広 が りなど， 英語力以外 の 部分 へ の 影響も指摘され

て い るが ， これ こそ リ
ー
ディ ン グの持 つ 本来の 効果だ と考 えられ る。母語でお こ な う読書 に

よ っ て多様 な価値観を学び，広 い視野が 培われ ると言われ て い るが，こ れ が外国語 の 読書で
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お こなわれ た と考えられ る。 さらに 日本語で も読む よ うに なっ た者 もお り，母 語か ら外国語

へ と い う通常の 方向で は なく， 外国語 （英語）読書が母語 の 読書の 動機づ け とな っ て い る 。

　多読は ，
一

つ また は 少数の ス キ ル にターゲ ッ トを しぼ っ た指導方法 とは違い
， 方法 も効果

もあい まい な部分が ある 。 文法事項を明示的に教える こ ともなく，語彙指導をす るわけで も

な く，シ ャ ドウイ ン グや ミミ ッ ク ，パ タ
ー

ン プラクティ ス の よ うな
一
斉発話 をす るわけで も

な く， ただ黙 っ て読むだけで あるため ， 多読の効果を疑問視する声もある。 確か にあるタ
ー

ゲ ッ トだ けを習得させ るため には 明示 的な指導法が効果的で あると思われ るが，多読の 場合

はむ しろ読 書速度を含む英語力全体を底上げ し ， 英語に対する動機づ け ， 読書に対する動機

づ けなども高める もの と考えられ る。

9 ，まとめ と今後の課題

　本研究で は短期大学にお ける半期の 英語授業におい て英 文多読指導をお こ ない ，その 効果

を検証 したが ， 読書速度に つ い て は速度下位群の 速度向上に効果が認 め られた 。 そ の 他 ， 情

意面 で の 効果，理解度の 上昇，日本語読書 へ の 影響，視野 の広が りな ど多方面の 効果が うか

がわれた 。

　今 後の 課題で あるが ， 本研究 の 結果をふまえ さらに次の 点を調査す る予定で あ る 。 （1）

今回は半期の 授業が対象で ，速度中位群や上位群へ の 効果 とい う点で は回数 も期間も十分で

はなか っ た と考え られ るため ，
よ り長期 の授業 （1年間）で 効果を測定する。（2）速度測定

の 方法 として は正 答率 も加味した もの を採用 し ， よ り正確な速度測定をお こ な うa （3）情

意面で の 変化や動機づ けの 高ま りが ア ン ケ
ー

トよ り うか が えたが，この点 に つ いて さらに調

査 をお こな う。

注

ユ　年々 英語 の 選択科 目の 履修者 が減少 して い る。
1 年次の 春季休業中に実施 され る 5 週間

　　の オース トラ リア 語学研修へ の 参加率に つ い て も平成 15年度は約 25パ ーセ ン トだ っ た

　　が ， 平成 19年 度には 16．15 パ ーセ ン トにまで落ち込ん で い る 。

2　平成 19年度の 学科内共通試験 （就職試験準備用）の 英語分野の 正答率は 52パ ーセ ン ト

　　に とどま っ た 。 内容は 多肢選択式 の 文法 ・語法 問題 と会話 の順序の 並べ 替えで あ っ た が ，

　　英検 3 級 か ら準 2 級程度の 難易度で ， 高校まで の 英語が身につ い て い れば正 答率は高ま

　　るはずだと考えられ る。
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